
　

新
し
い
元
号
が
「
令
和
」
に
変
わ
り
、
気
持
ち
も
新
た
に

兵
庫
県
知
的
障
害
児
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会
は
、
12
年
目
を

迎
え
、
現
在
の
会
員
数
は
５
，９
５
９
名
に
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

本
会
は
、
通
常
の
生
命
保
険
に
加
入
で
き
な
い
知
的
障
害

者
の
方
た
ち
が
、
病
気
や
怪
我
に
よ
る
入
院
や
通
院
、
個
人

賠
償
責
任
の
補
償
な
ど
の
、
日
常
生
活
で
起
こ
る
様
々
な
出

来
事
に
対
す
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
べ
く
、
保
険
会

社
の
協
力
の
も
と
日
々
業
務
を
遂
行
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

「
公
益
財
団
法
人
兵
庫
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
」
と
の
共
催

事
業
に
つ
い
て

・
今
年
度
も
障
害
基
礎
年
金
学
習
会
を
県
立
特
別
支
援
学
校

に
て
、
県
下
３
か
所
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

・
権
利
擁
護
委
員
会
と
し
て
、
知
的
障
害
者
の
権
利
擁
護
に

特
化
し
た
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・
権
利
擁
護
助
成
制
度
を
活
用
し
て
の
研
修
会
や
、
講
演
会

を
各
サ
ポ
ー
ト
協
会
の
支
部
で
開
催
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
サ
ポ
ー
ト
保
険
に
知
的
障
害

児
者
・
自
閉
症
者
の
皆
様
が
一
人
で
も
多
く
加
入
し
て
、

利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
に
よ
る
今
後
の
大
き
な
課
題
に
つ
い
て

　

子
ど
も
が
知
的
障
害
者
で
、
親
が
高
齢
に
な
り
つ
つ
あ
る

者
と
し
て
は
、
今
後
の
一
番
大
き
な
心
配
事
は
、
親
亡
き
後

の
問
題
で
す
。
わ
が
子
が
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
支
援
を
受
け

て
一
生
を
終
え
る
の
か
と
思
う
と
、
心
配
で
な
り
ま
せ
ん
。

親
が
安
心
し
て
託
せ
る
と
こ
ろ
は
、
ほ
と
ん
ど
の
市
町

に
は
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

先
駆
者
と
し
て
は
、
医
療
的
ケ
ア
対
応
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

が
明
石
市
で
開
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
同
じ
よ
う
な
施
設
が

ど
こ
の
市
町
で
も
で
き
る
か
と
い
う
と
、
な
か
な
か
そ
う

は
い
き
ま
せ
ん
。
年
を
取
れ
ば
何
と
か
し
て
頂
け
る
と
は

思
い
ま
す
が
、
行
く
末
が
見
え
て
き
て
い
な
い
の
が
現
状

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
皆
さ
ん
で

し
っ
か
り
研
修
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

知
的
障
害
者
の
権
利
擁
護
の
問
題
に
つ
い
て

　

知
的
障
害
者
が
自
分
の
気
持
ち
や
考
え
を
し
っ
か
り
伝

え
ら
れ
な
く
て
、
誤
解
さ
れ
犯
罪
者
に
さ
れ
か
ね
な
い

ケ
ー
ス
や
裁
判
沙
汰
に
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
知
的
障
害
者
に
理
解
が
あ
り
、
本
当
に
彼
ら
の
事
を

考
え
て
く
だ
さ
る
、
心
あ
る
弁
護
士
が
増
え
て
く
だ
さ
る

よ
う
な
運
動
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
も
本
会
は
、
会
員
並
び
に

ご
家
族
の
皆
様
の
生
活
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
協
会
運
営
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

理
事
長
　
小 

原
　
冷 

子

今
後
の
課
題  

知
的
障
害
者
の
高
齢
化
と
親
亡
き
後
等
に
つ
い
て
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科　　　目 合　計　額
Ⅰ　経 常 収 益
　　会 費 収 入 14,994,034
　　雑 収 入 118
　　経 常 収 益 計 14,994,152
Ⅱ　経 常 費 用
　　管 理 費 7,418,317
　　会 費 1,191,460
　　事 業 費 2,075,224
　　予 備 費 0
　　経 常 費 用 計 10,685,001
　　当期一般正味財産増減額 4,309,151
　　一般正味財産期首残高 7,163,411
　　一般正味財産期末残高 11,472,562

【保険料　収入の部】
科　　目 合　計　額

預 り 保 険 料 97,704,180

【保険料　支出の部】
科　　　目 合　計　額

預 り 保 険 料 97,704,180

科　　　目 合　計　額
Ⅰ　経 常 収 益
　　会 費 収 入 15,059,000
　　雑 収 入 2,000
　　経 常 収 益 計 15,061,000
Ⅱ　経 常 費 用
　　管 理 費 8,115,000
　　会 費 1,270,000
　　事 業 費 3,190,000
　　予 備 費 10,000
　　経 常 費 用 計 12,585,000
　　当期一般正味財産増減額 2,476,000
　　一般正味財産期首残高 11,472,562
　　一般正味財産期末残高 13,948,562

【保険料　収入の部】
科　　目 合　計　額

預 り 保 険 料 98,341,000

【保険料　支出の部】
科　　　目 合　計　額

預 り 保 険 料 98,341,000

平成30年度  正味財産増減計算書 令和元年度  予　算　書
（平成30年4月1日～平成31年3月31日） （平成31年4月1日～令和2年3月31日）（単位：円） （単位：円）

平成30年度加入者数 5,959名（Aプラン：3,759名　Bプラン：2,093名　Cプラン：107名）

（令和元年5月～令和3年5月）

地区等 役　職 氏　　名
中央推薦 理 事 長 小　原　冷　子
中央推薦 副理事長 井　上　三枝子
中央推薦 副理事長 植　田　貴　代
中央推薦 理　　事 岡　本　　　征
中央推薦 理　　事 森　　　康　祐
中央推薦 理　　事 杉　田　健　治
阪 神 南 理　　事 朝　倉　己　作
阪 神 北 理　　事 小　松　しのぶ
東 播 磨 理　　事 四　方　成　之
北 播 磨 理　　事 近　野　一　弘
中 播 磨 理　　事 白　井　正　子
西 播 磨 理　　事 内　海　育　子
但　　馬 理　　事 谷　川　　　晃
丹　　波 理　　事 細　見　頼　子
淡　　路 理　　事 川　渕　悠　子
神　　戸 理　　事 綛　谷　千　波
中央推薦 監　　事 松　井　美弥子
中央推薦 監　　事 小　石　信　子

支　部 代 議 員
尼 崎 市 井　上　恵　子
西 宮 市 本　田　洋　子
芦 屋 市 朝　倉　己　作
伊 丹 市 小　松　しのぶ
宝 塚 市 今　北　さゆり
川 西 市 廣　木　万佐子
三 田 市 三　木　尚　美
猪名川町 尾　川　悦　子
明　　石 四　方　成　之
加古川市 岡　田　佳奈子
高 砂 市 光　井　早　苗
東 播 磨 福　嶋　幸　江
西 脇 市 大　隅　克　已
三 木 市 近　野　一　弘
小 野 市 黒　田　みちる
加 西 市 野　田　英　紀
加 東 市 大　西　ひとみ
多 可 町 吉　崎　敏　郎

支　部 代 議 員
姫　　路 白　井　正　子
中 播 磨 渡　部　しのぶ
相 生 市 原　田　なるみ
たつの市 矢　野　一　隆
赤 穂 市 藤　田　真紀子
太 子 町 内　海　育　子
上 郡 町 小　谷　　　亨
佐 用 町 木　村　政　照
宍 粟 市 永　峰　栄　次
豊 岡 市 中　井　佳与子
美 方 郡 田　野　哲　夫
養 父 市 宮　本　厚　子
朝 来 市 谷　川　　　晃
丹 波 市 谷　口　　　望
丹波篠山市 細　見　頼　子
洲 本 市 川　渕　悠　子
淡 路 市 徳　永　玉　美
南あわじ市 後　藤　直　子
神 戸 市 岩　田　真佐子

第 ６ 期 役 員 紹 介
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生活サポート総合補償制度　2020年度改定のご案内

兵庫県知的障害児者生活サポート協会
AIG損害保険株式会社

ジェイアイシーウエスト株式会社

会員の皆さまへ

生活サポート総合補償制度は、2020年４月１日より掛金と補償内容の改定を実施いたします。

1．背景（改定の目的）
生活サポート総合補償制度は2006年当時、保険業法改正という大きな壁を乗り越え、各地の旧互助会制度を引き継
いだ形で誕生した、知的障害者・自閉症者の日々の暮らしをサポートするための他に例のない制度です。
年令にかかわらず、知的障害児者、自閉症児者の方であればご加入いただけ、また既往症も補償できるという特色か
ら現在、兵庫県サポート協会では5,900人、全国の会員は約136,000人にまで達しました。一方会員の高齢化など制
度を取り巻く環境も変化し、補償制度の利用率は大きく伸び、保険収支の悪化が加速している状況にあります。そ
こで当補償制度の安定した維持・発展のため、全国知的障害児者サポート協会、AIG損害保険株式会社、ジェイアイ
シーグループの3者にて約2年にわたり協議を重ね、2019年5月の全国のサポート協会総会にて、2020年4月1日よ
り制度改定を実施することが決議されましたのでその内容をお知らせいたします。

2．2020年制度掛金（保険料）の変更
　①A・Bプランの掛金（保険料）の値上げを行います。

3．ご加入条件の変更
　●2020年4月1日時点で満65歳以上の場合、新規でBプランにご加入いただくことはできません。
　●2021年4月1日時点で満65歳以上の場合、新規・切り替えともに、Bプランにはご加入いただけません。
　　（2021年2月までに既にBプランにご加入の場合は、Bプランのままご継続いただけます。）

4．改定実施にむけたスケジュール
　●改定内容の詳細について、「2020年度制度会員継続のご案内」（2020年2月頃に発送予定）にて再度お知らせしま
すので、必ずご確認ください。

改　定　前 改　定　後

Aプラン 17,000円
（保険料 14,810円／制度運営費 2,190円）

19,500円
（保険料 17,000円／制度運営費 2,500円）

Bプラン 23,000円
（保険料 19,810円／制度運営費 3,190円）

25,200円
（保険料 22,720円／制度運営費 2,480円）

Cプラン 22,000円
（保険料 19,430円／制度運営費 2,570円）

22,000円（改定前と同額）
（保険料 19,510円／制度運営費 2,490円）

　②付添介護保険金について、「3時間以上の付添介護」を補償の対象とします。
　③Bプランに、新たに「弁護士費用等補償特約」を付帯します。
　④「弁護士費用等補償特約」の補償範囲に、新たに、「弁護士接見費用※」を含めます。
　（※）「弁護士接見費用」とは、被保険者の逮捕・勾留中に接見（面会）した弁護士に対して支払う費用をいいます。
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改　定　前 改　定　後

Aプラン 17,000円
（保険料 14,810円／制度運営費 2,190円）

19,500円
（保険料 17,000円／制度運営費 2,500円）

Bプラン 23,000円
（保険料 19,810円／制度運営費 3,190円）

25,200円
（保険料 22,720円／制度運営費 2,480円）

Cプラン 22,000円
（保険料 19,430円／制度運営費 2,570円）

22,000円（改定前と同額）
（保険料 19,510円／制度運営費 2,490円）

「生活サポート総合補償制度」
2020年4月1日改定後のプラン内容

Aプラン Bプラン Cプラン

付添介護保険金※ 8,000円 8,000円 －

差額ベッド費用 3,000円 3,000円 －

入 院 諸 費 用 1,000円 1,000円 4,000円

入 院 一 時 金 5,000円 6,000円 －

個人賠償責任補償 1億円限度 3億円限度 3億円限度

弁護士費用等補償 －
損害賠償請求費用 200万円限度

法律相談費用 5万円限度

弁護士接見費用 1万円限度

損害賠償請求費用 200万円限度

法律相談費用 5万円限度

弁護士接見費用 1万円限度

職 業 従 事 中
事故対応費用補償 － － 10万円限度

（自己負担額 3,000円）

死 亡 保 険 金 100,000円 100,000円 500,000円

後遺障害保険金 4,000〜100,000円 4,000〜100,000円 20,000〜500,000円

入 院 保 険 金 3,000円 5,000円 5,000円

通 院 保 険 金 2,000円 3,000円 3,000円

手 術 保 険 金 30,000円（入院中）
15,000円（入院中以外）

50,000円（入院中）
25,000円（入院中以外）

50,000円（入院中）
25,000円（入院中以外）

葬祭費用見舞金 100,000円 100,000円 －

地震・噴火・津波補償 補償されます 補償されます 補償されます

年　間　掛　金 19,500円 25,200円 22,000円

※付添介護保険金について、「3時間以上の付添介護」を補償の対象とします。

従来との掛金の相違は以下の通りです
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南
天
、
ア

イ
ビ
ー
な

ど
の
材
料

を
つ
か
っ

て
鉢
に
、

梅
や
松
の

向
き
を
考

え
バ
ラ
ン

ス
良
く
納

ま
る
よ
う

に
配
置
を

考
え
て
く

だ
さ
い
と
、
先
生
よ
り
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
親
子
で
「
こ
っ
ち
？
あ
っ
ち
？
」

と
言
い
な
が
ら
配
置
を
決
め
る
の
に
、
結

構
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、
決
め
て
か

ら
は
、
梅
や
松
の
土
を
て
い
ね
い
に
落
と

し
て
鉢
に
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
り
を
見
て
、
同
じ
材
料
で
も

高
さ
や
向
き
配
置
の
違
い
で
、
そ
れ
ぞ
れ

表
情
が
違
っ
て
お
も
し
ろ
い
ね
。
と
皆

で
集
ま
っ
て
ワ
イ
ワ
イ
感
想
を
話
合
い
、

「
よ
い
お
年
を
！
」
と
声
を
掛
け
合
っ
て

帰
路
に
つ
き
ま
し

た
。
梅
の
つ
ぼ
み

が
ほ
こ
ろ
ぶ
の
を

楽
し
み
に
し
な
が

ら
・
・
・

西
宮
市
　
近
藤
　
眞
由
美

　

西
宮
市
で
審
議
が
始
ま
っ
た
差
別
解
消

の
条
例
化
に
向
け
た
機
運
づ
く
り
を
目
的

に
、
２
０
１
８
年
12
月
６
日
、「
権
利
擁
護

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

10
月
、
育
成
会
の
県
大
会
で
「
困
っ

て
い
る
人
の
具
体
的
な
力
に
な
り
た
い
」

「
支
援
が
必
要
な
時
に
は
、
そ
の
人
に
と
っ

て
必
要
な
支
援
を
み
ん
な
で
や
る
ん
だ
」

と
い
う
明
石
市
長
の
熱
い
思
い
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。「
障
害
者
が
暮
ら
し
や
す
い
社

会
を
つ
く
る
の
は
行
政
と
社
会
の
責
任
」

で
あ
る
と
、
差
別
解
消
条
例
の
中
で
、
合

理
的
配
慮
を
義
務
化
し
、
民
間
業
者
の
合

理
的
配
慮
の
提
供
を
支
援
す
る
助
成
制
度

も
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

そ
の
明
石
市
の
条
例
づ
く
り
に
関
わ
ら
れ

た
青
木
志
帆
弁
護
士
に
条
例
が
で
き
る
ま

で
に
つ
い
て
具
体
的
に
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
、
西
宮
市
の
条
例
も
障
害
の
あ
る

人
に
心
を
寄
せ
た
も
の
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
条
例
は
広
く

市
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
さ
れ
、
周
知
さ
れ

な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
当
日
は
、

多
分
野
か
ら
の
ご
参
加
が
あ
り
、
み
ん
な

で
思
い
を
共
有
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

人
で
も
意
思
は
必
ず
あ
り
、
自
分
で
決
め

る
こ
と
の
で
き
る
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
。
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
支
援
で
き
る
か

を
考
え
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
と
い
え
る
」
と

の
こ
と
で
し
た
。
法
律
上
は
行
政
と
事
業

所
に
対
す
る
責
任
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、

意
思
決
定
支
援
の
た
め
に
、
家
庭
に
お
い

て
「
選
ぶ
」
と
い
う
経
験
を
充
分
に
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
話
に
は
納
得

し
ま
し
た
。
確
か
に
知
ら
な
い
こ
と
・
未

経
験
な
こ
と
を
選
ぶ
の
は
誰
で
も
無
理
だ

か
ら
で
す
。
時
に
は
失
敗
し
て
痛
い
目
に

遭
う
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
子
ど
も
に

は
多
く
の
「
決
め
る
」
経
験
を
さ
せ
る
こ

と
の
大
事
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
研
修

会
に
助
成
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
意
思
決
定
支
援
に
つ
い
て
深

く
知
る
こ
と
が
で
き
有
意
義
な
研
修
に
な

り
ま
し
た
。

＊　
　

＊　
　

＊

親
子
寄
せ
植
え
教
室
に
参
加
し
て

洲
本
市
　
領
五
　
恭
子

　

平
成
最
後
の
お
正
月
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
お
正
月
向
け
寄
せ
植
え
教
室
に
参
加

し
ま
し
た
。
葉
ボ
タ
ン
、
寒
梅（
白
）、
松
、

加
古
川
市
　
岡
田
　
佳
奈
子

　

加
古
川
市
支
部
で
は
、
サ
ポ
ー
ト
協
会

の
助
成
金
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
平

成
31
年
１
月
19
日（
土
）に
又
村
あ
お
い
氏

を
お
招
き
し
て
「
意
思
決
定
支
援
に
つ
い

て
」
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

県
育
成
会
の
ご
協
力
で
県
内
各
地
区
の

育
成
会
へ
呼
び
か
け
て
い
た
だ
き
、
加
古

川
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
の
会
員
だ
け
で

な
く
他
の
地
区
か
ら
も
多
く
の
方
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
１
０
０
名
の
参
加
者
が
あ

り
ま
し
た
。

　

意
思
決
定
支
援
と
い
う
言
葉
は
よ
く
聞

く
の
で
す
が
、
具
体
的
な
こ
と
は
よ
く
わ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
状
態

で
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
又
村
氏
の
お
話

は
「
意
思

決
定
支
援

を
行
う
こ

と
は
法
的

な
根
拠
が

あ
る
こ
と

で
、
重
度

の
知
的
障

害
が
あ
る

地
域
生
活
支
援
事
業
助
成
制
度

権
利
擁
護
事
業
助
成
制
度

加古川市

洲本市

発行日（令和元年8月20日） （第20号）兵庫県知的障害児者生活サポート通信

5



　

Ａ
Ｉ
Ｇ
保
険
に
加
入
し
て

淡
路
市
　
山
本
　
佳
代

　

保
険
に
入
り
た
く
て
も
な
か
な
か
民
間
の
保
険
に
入

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
Ａ
Ｉ
Ｇ
の
保
険
は
知
的
障
害
者
で

も
加
入
で
き
る
の
で
、
本
人
の
お
守
り
と
し
て
加
入
し

ま
し
た
。

　

い
つ
も
元
気
に
作
業
所
に
通
所
し
て
い
ま
し
た
が
、

昨
年
の
７
月
に
救
急
車
で
医
療
セ
ン
タ
ー
に
行
き
３
時

間
の
緊
急
手
術
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
入

り
次
の
日
に
、
一
般
病
棟
に
移
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
付
添
い
で
私
が
付
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

で
、
個
室
に
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
シ
ャ
ワ
ー
と
ト
イ

レ
が
付
い
て
い
ま
し
た
が
、
ふ
っ
と
１
日
い
く
ら
か
か

る
の
だ
ろ
う
。
何
日
入
院
す
る
の
だ
ろ
う
と
入
院
費
等

の
こ
と
が
心
配
に
な
り
ま
し
た
。
す
る
と
友
達
か
ら
Ａ

Ｉ
Ｇ
の
保
険
に
加
入
し
て
い
る
の
な
ら
、
入
院
給
付
金

等
の
書
類
を
送
っ
て
も
ら
い
、
手
続
き
を
す
る
よ
う
に

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
Ａ
Ｉ
Ｇ
の
保
険
に
加
入
し
て

い
た
の
で
、
心
配
し
て
い
た
入
院
費
等
に
つ
い
て
本
当

に
助
か
り
ま
し
た
。

　

病
気
も
ケ
ガ
も
い
つ
お
こ

る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
保

険
に
加
入
し
て
い
る
こ
と

で
、
親
も
子
供
も
安
心
の
一

つ
と
し
て
生
活
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

⃝補償制度担当：ジェイアイシーウエスト株式会社
  〒540-0026 大阪市中央区内本町1-1-1 OCT 7階
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⃝一般社団法人 兵庫県知的障害児者生活サポート協会
　TEL：078－891－4177
　E-mail： hyogo-support@voice.ocn.ne.jp

★ パンフレットのご請求・お問合せ先 ★

今年度も、特別支援学校の保護者の方

を対象に、県下3ヵ所で障害基礎年金

学習会を兵庫県手をつなぐ育成会と共

催で開催します。

ぜひ、障害基礎年金学習会に参加して

いただき、最初の申請の際に、スムー

ズに手続きが出来ますようにと願って

おります。

・11月6日（水）
 兵庫県立東はりま特別支援学校

・11月7日（木）
 兵庫県立出石特別支援学校 みかた校

・11月15日（金）
 兵庫県立高等特別支援学校

開催予定校

サポート通信№ .20 の発送作業は、
「地域生活支援かわにし生活介護事
業所」のみなさんにお願いしました。

編集後記

ホームページアドレス：http://www.hyosuppo.sakura.ne.jp/
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